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26･ アオムシコマユバチの寄主体内に放ける密度とそれか ら羽化 した成虫の大きさと生存

日数 松沢究 ･岡本男俊 (馴 Ⅰ大学 毘学部 応用昆虫学研究宝)3･11･21受理

謹 ん で 暴 川 忠 青 鬼 生 の せ 稀 を'祝 賀 し奉 る.

モンシロチョウの幼虫に寄生するアオム㌢ヲマユバチの幼虫期の梧瓜密度と, 羽化した成虫の大き

さおよびその生存日放との関係を究明し, 寄生密匠の増加にともなう羽化成虫の体形の珪小化と,

'生存日数短縮の雪i実をあさらかにした.

一定の大きさをもった生活空間において,.ia/に棲

息する昆虫の密度が次矧 こ高くなってくると,そこか

ら現われてくる次代の昆虫の大きさが,次節に小さぐI
なってくる幌向の存することは,すでにいろいろの昆

虫で知られている･.アオムシコマユバチ Apanteles
glomeratusはモンシロチョウPL'erL'sITaPL!CCruCivora

の若い幼虫を攻撃産卵する寄生蜂であるが,1回に 1

-SO個,平均25個内夕tの卵を産み込み,その回数が

多くなると,100桐以上も1寄主体内に産卵する.し

たがってこの寄主休を1個の艶巳環境と見たてるなら

ば,控息密度のちがい!こもとづく寄生蜂の大きさの変

化が,恐らくこの場合にも認められ,同時にこうした

体の大きさの変化にともなって,成虫糊の生存日数も

宛ってくるものと考えられる.かような問題を明碇に

するために,1955年より末位のごとさ研究を実施し,

若干の成紙をえたのでここに報告する. ＼

本文に入るに先立って,恩師元京都大学教授春川忠

告博士∴京都大学教授内田俊郎博士の卸忍鰐なる獅 旨

さ削こ対して,深甚の謝意を宋すると共に,.本学助教授

宮木裕三氏の厚さ友情と机極的な御協力に対して深く

感謝する.
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研 究 方 法

本研究･5)に供試した寄主虫(''.ぴに寄生Ff_は,何れも香

川県超秋発生のもので,寄生蜂は香川瓜の山地々相か

ら探究して来た第5令扱寄生寄主から脱出羽化した2

日日のものである.寄主の万は野外から符t=モンシロ

チョウ雌成虫を用いて,60W 尾灯による保温照明法

によって一時に多数の産卵を行わしめ,それより僻化

した幼虫を所要の令に到達するまで,■シャーレ内で飼

育し実験に供した.

実験は寄主が第2令及び第4令になって田ちに行い,

前記寄生蜂 (雌)を以って連続的に所要の回数丈'Hラr

スチューブ (2.4×9.0cm) 内で産卵せしめ,爾後刻

･んだキャベツ茄をあたえて個体別に飼育し7こ.飼育温

度は240で,各種の病原体の浸入を極力防ぐように窄

乳 キヤべッ弧 取扱!,C必要な酪具等の消u7;こは十分
な注意を払った.寄生蜂寄主体脱出後は菌塊と寄主を

分離して別々にチユ｢プに収め,寄生蜂成虫羽化脱出

後は,3廃宛新たな試験管に移しこれを 20% 白砂糖

枚で飼育して生存ET数の調査に用い41, 死亡した個体

はその都狂 70,00/ァルコールに番号矧 こ移して後十芹

に汎定に供した.孤臆 には双眼解剖gEi取払を用LILてミ

クロメーターで託を取った.

.本実験では,次代の寄生蜂に雌が)F符に少く,十分

検討を加えるに足る個体数に及ばなかったので,雄蜂

についてのデータしかここに示すことが.'li来ない.

成虫 の大 きさ ′

成虫の大きさにふれる前に各産卵回数応の布生蜂の

寄生蛤数がどのように増加し,その平均寄生数はどれ

位の位をとつたか-:こついて述べなければならない.今

それを実験結界に韮づいて示せば邦1蓑の如くである.

Tab一e1. Tota一numberofparasitesinahostbody,whenthenumberofattackdiffers.

ⅠnstarofI10Stlarva
･,&

Numberofattack
Mean IVariance
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rable2. ResultsofmeasuremcntsonvariouspatrtsofmaTeadultemergedfrom thehostlarvae.

(1unit--0.Oilmm)

Instarofhostlarva
&

Numberofattack

Numberof
individua一s.

･in･～M- ･ l Mean ILvarianbe I'variationcoeff･
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第1表に示した如く,寄生総数は産卵回数の印加に

作って必ずしも厄線的には増加せず何故の多い場合は

次矧 こ榊加率が恋くなっているが,そ川 こしても通常

野外では現実に起り得ない担布生故を前めることが出

来た7).筆者らの従来の経験では1符主当りの寄生数の

位大であったのは148頭であるが,-馳 こ100頭を超

える場合は非常に少く,また越えても120頭以上にも
なることはきわめて柿である.また1回の産卵で寄主

体内に座込む卵数は平均して25個内外であって,第1

表の第4令寄主に1回だけ産卵せしめた場合の平均は

少々平均としては高すぎる数字である.これはしかし,

寄主が4令にもなると1回位の産卵では,寄主の殆ん

どが飼化してしまい,遂に寄生蜂の脱出をみないで終

る場合が多く,例数を多くとれなかったために和ら､れ

I:云わば考少伺った数字と見るのが穏当である･
しかし何れにしても本実験に於いて各産卵回数毎の

平均寄主体内寄生蜂密度がどの位であったかは第1表

の如くで,以下のデータはすべて之を元にして吟味せ

ねばならない.

抱て,各産卵回数毎に狩られた寄生蜂成虫各部の沢rJ

定債は窮2表の如くで,明らかに産卵回数の増加によ

る寄生蜂密度の上昇に伴って各部位共次第に小さい債

をとっている.

このような幌向は従来多くの昆虫で知られた結果と

全く同様で,たまたまこの場合が1寄主体内に多数寄

生する所謂 polypAras王tism の寄生蜂であるに過ぎな

い.Barberl)は Tn'chogrammaminulum で,こ

れが寄生の庇が高まるにつれて次節に体長及び班長が

小となることを報告している.したがって斯様な憤向

は各種の寄生蜂で広く認め守守る現象と考えられる.た

だアオムシコマユ '̂チの場合,大体どの程唖の産卵回

教D時から斯隊な傾向が特に明瞭に現われて来るかが

悶血である.これは産卵回数2回,､即ち平均寄生蜂密
度が 50頭前後の時までは一応1回の場合と左程変ら

ないが,産卵回数3回即ち理論的には 70-80前後の′

寄生蜂密度の時から急に小さくなるql向が現われる.

大きさ以列の他の点でも大体同様である･しかしJFら

これは産卵回放毎に区切って平均を求めた場合のこと

で,窮の寄生密度との関係はこれとはやや趣を只にす

るととは当然である.そこで今所臥 後肢腿節昆 前

組長についてデ-タを糾替えて実際の'S生芸文に対応す

る伯をとってみる.そうすると之等は節1図に示した

ような結果となり,寄生密度の上界に伴って漸次各部

の大きさの減少していく様子が分る.

野外から柑た繭塊からでも時に雌雄とも極と捌こ小形▲

の蜂ばかりが羽化して来ることがよくあるが,やはり

この似合一般に繭群全体から羽化する成虫数が非7割こ

きいようである.

■
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Fig.1. Re一ationsbetweenthelaⅣaldensity

ofparasiteperhostandtheheadwidth(right

figure),femur)ength Ofhindleg (middle

Eigure)andlengthofforewing(]eftfigure).

成虫期の生存日数

前述の成約で,アオムシゴマユパチの産卵回主軸iま

して来ると,寄主体内の寄生蜂密度が次掛 こ上昇し,

それに伴ってそれより羽化する成虫が明らかに小さく

なって来る煩向のあることが分ったが,斯位な寄生蜂

の小さくなって来ることと,それ等の生存日数とが平

行的な関係にあるものであるかどうかについて実験し

た.その成約を示せば第3衷および郡2図の如くであ
l

ち.

(h也p)aJ叫HOuO!It21n白
- LaⅣaldensityofparasiteperl10St

Fig.2. Re一ation oftIle larvaldensity of

parasitetothedurationofadu一tstageemerged
from thehost. ● :Longevityoftheadult

maleemerged from eachLhost. 0:Mean
lengtl10fthe 一ongevity ofadultma一e in

accordancewitllthemen parasitedensityin

larvalstage.Figures1,2,- ･7:Numberof
attack.

第3表の成机に明らかなよう吋,産卵回数がまして

来ると,それから羽化する寄生蜂の生存日数は次矧 こ

短栢し,全く寄生蜂の体の小さくなることと平行的で

ある.産卵回数2回の場合のデーターは表から省'いて

あるが,大略平均寿缶は1回の場合と同じであった.

さらに3回以上の場合は生存日数が短縮しf=.
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InstaroEhostlarva
&

Numberofattack

1

TY. 喜 1
7
■■■

M in.･-Max.l● Mean I Variance IVariationcoeff.

1-30
1-25,
1～26
1･-26

18.29
10.25
10.56
10.88

.98.33
62.23
42.73
54.27

53.67%
76.98
61.93
67.74.

体が珪小になれば生存日数が短縮するということは,

恐らくvitalityの問題で,極端に怯小な個体の生存力

が正常な個体と同様にはあり得ない,ことは充分に考え

られることである.木寄生蜂の生存日数は食餌の柾類

や避皮によってかなり興り4㌧ また外界の気温その他

も大きな彫蟹をもたらすものであるが3.6㌧給餌さえ行

えば,長嶋S)のいう如く短命ではなく,その生存日数

は相当長い万である.

摘 要

1匹のモンシロチョウの幼虫に寄生するアオムシコ

マユ/ヾチの密度がいろいろと異る場合に,それから脱

出羽化する次代成虫の大きさと生存日数との関係をあ

き-らかにするために,本研兜をおこなった.産卵回数
/別に羽化した雄成虫をわけて,その各部分を測定した

結果,あさらかに回数の増加による各部の長さや幅の

減少を認めた･また生存日数も.,産卵回数の加 口にと
もなって短崩することが,明瞭に認められた.寄生否

･皮ゐ増加にともなう体形の悠小化が,生存日数と軌 ､

;関係をもっこともあさらかであった.1
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R6sum6

IUsing Apanlelesglomeratusparasiti2:ed llpOn

Pierisrapae'crucivora,theinfluences oftlld

parasitedensityinahostbodyuponthesizeand

the-longevityofresultedadultof-parasitewere

studied.

Tllelengtllandthewidthofthevariousparts

oftheadultwaspdecreaseremarkably wi山 tlle

increaseoftheparasitedensity･whichisAirapged

bythediff&enceinthemumberofattackto'host

larvae.Theserelationcanbeshownmoreclearly,

WhenthedataarearrangedintIleten Oftrue

densityofparasiteperhostbody.

The一ongevity:ofadultwaspbecomesshortwitIJ

increasing theparasitedensityper′ho毒tlarva.

Thus,払ereductioninsizeoftile･adultwasp

corre一ateswitllthelongevity.

TaxondmyandD王stt･illutionofSomeSuhterrancatIAphid9InjuriollStO thetJpland-

ricein JapatlWiLh Description of8New Species･･Tada'shiTANAtĈ (Laborat,oryof

Entomology,Facu一tyofAgrhllture,UtsunomiiaUniversity･Utsunomiya)･ReceivedNovl22, ∴
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･.27･ 日本に放ける陸稲根アプラムシの種類とその分れ 田中正 (宇都宮大学 n学部 応用昆虫 ･

学教室)31.ll.T22受理
＼

謹 ん_で 森 川 忠 舌 先且 の 舌 稀 を 祝 賀 し奉 る..

r陸fEiの掛 こ寄生するアプラムシは3球知られていたが, その形態については一般に理解きれずその

差R･も明らかでなかった.こ にゝ更に1新種を記載するとともに,.既知の3位の形態分布などにつ
いて明らかにした.

僅稲の根に寄生するアブtラムシの柾矧こついては日 ることを明らかにした.その後多くの人々によって多
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